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[bookmark: GUID-C87C6CE4-2849-4753-BDFC-DD1A15C7060D]
はじめに

Oracle Database Applianceは、最適化された、事前作成済の、すぐに使用できるクラスタ・データベース・システムで、デプロイ、操作および管理が容易です。Oracle Database Applianceでは、ハードウェアおよびソフトウェアを統合することにより、手動でアセンブルされた統合されていないソリューションの複雑さを解消します。Oracle Database Applianceを使用すると、インストールとソフトウェアのデプロイメント時間を、数週間または数か月から数時間に短縮するとともに、最適状態には及ばず管理が困難なデータベース環境が構築される原因となることが多い構成エラーや設定エラーを防止できます。





	対象読者



	ドキュメントのアクセシビリティについて



	関連ドキュメント



	表記規則







[bookmark: GUID-C9132383-BCE5-4728-B236-19F1D2182340]対象読者

このガイドは、Oracle Database Applianceを構成、管理および使用するユーザーを対象にしています。

	システム管理者



	ネットワーク管理者



	データベース管理者



	アプリケーション管理者およびユーザー





このマニュアルでは、提供されているOracle Database Appliance固有の情報以外の、Oracle Databaseアーキテクチャ、ツール、管理、アプリケーションのデプロイメントに関する情報(これらは主要なOracleドキュメントで説明しています)は扱いません。Oracle Database Applianceソフトウェアのユーザーは、その他のLinuxベースのOracle DatabaseおよびOracle Real Application Clustersインストールのユーザーと同等のスキルを有している必要があります。 





[bookmark: GUID-E409CC44-9A8F-4043-82C8-6B95CD939296]ドキュメントのアクセシビリティ



Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス
サポート契約がある場合には、My Oracle Supportを通して電子支援をご利用いただけます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。








[bookmark: GUID-D3C34483-F52F-412E-A4DA-1648EC7CABE0]関連ドキュメント

このマニュアルとともに、次のマニュアルがOracle Database Applianceオンライン・ドキュメント・ライブラリで公開されています。次のURLで入手できます。

http://www.oracle.com/goto/oda/docs:

	『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』(Oracle Database Applianceの出荷時に添付されるフルサイズの印刷物)



	『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』Oracle Database Applianceについて





1 Oracle Database Applianceについて 

Oracle Database Applianceを使用すると、デプロイと管理が簡単で仮想化をサポートするシステムで、Oracle Databaseを利用できます。 

完全なソフトウェア、サーバー、ストレージおよびネットワークのパッケージにより、データベースのデプロイメント、メンテナンスおよびサポートと、アプリケーション・ワークロードを簡素化でき、時間と費用を節約できます。

トピック:




	Oracle Database Appliance Capacity-on-Demandライセンス
Capacity-on-Demand方式のソフトウェア・ライセンスを使用することにより、ワークロードに応じてOracle Database Applianceで必要な任意の数のプロセッサをデプロイできます。
	Oracle Database Applianceソフトウェア
Oracle Database Applianceに対してインストールされている、またはOracle Database ApplianceでダウンロードできるOracleソフトウェアを参照する場合に、このトピックを参照してください。
	Oracle Database Applianceのデプロイメントの概要
Oracle Database Applianceをデプロイするために完了する必要がある手順の順序を理解する場合に、この概要を参照してください。




Oracle Database Appliance Capacity-on-Demandライセンス

Capacity-on-Demand方式のソフトウェア・ライセンスを使用することにより、ワークロードに応じてOracle Database Applianceで必要な任意の数のプロセッサをデプロイできます。

Oracle Database ApplianceのCapacity-on-Demand機能を使用することにより、通常のハードウェアのアップグレードに伴う過度のコストや停止時間を発生させずに、増加するシステムの要求に合わせてプロセッサ・コアを増やし、スケールアップできます。

次の表に、Oracle Database Applianceベア・メタルおよび仮想化プラットフォームのデプロイメントのスケーリング容量をリストしています。ベア・メタルとOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのどちらを使用するかは、企業の方針や、それぞれの実装によってもたらされるメリットに応じて決定されます。


表1-1 Oracle Database Applianceのスケーリング容量

	Oracle Database Applianceプラットフォーム	プロセッサ・コアの最大数	プロセッサ・コアの最小数
	X5-2

	2

	72


	X4-2

	2

	48


	X3-2

	4

	32


	バージョン1

	2

	24








注意:
Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォームの場合、ODA_BASEドメイン専用にプロセッサ・コア(最小2個のプロセッサ・コアから最大32個のプロセッサ・コア)がライセンス保有されています。







Oracle Database Applianceソフトウェア

Oracle Database Applianceに対してインストールされている、またはOracle Database ApplianceでダウンロードできるOracleソフトウェアを参照する場合に、このトピックを参照してください。

Oracle Database Applianceコンポーネントには、次の表にリストされているソフトウェアを含めることができます。 

注意:
リリースによって、表に示す1つ以上のアイテムが含まれていない場合があります。







表1-2 Oracle Database Applianceのソフトウェア

	コンポーネント	コンポーネントの内容	コンポーネントの必須対象	インストールまたはダウンロード 
	Oracle Database Applianceオペレーティング・システム・イメージ

	Oracle Appliance Mangerコマンドライン・インタフェース

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータ(グラフィカル・ユーザー・インタフェース)

Oracle Linux

ハードウェア・ドライバ

	すべてのデプロイメント

	インストール


	Oracle Database Appliance パッチ・セット・バンドル

	Basic input/output system (BIOS)

ハードウェア・ドライバと管理パックおよび様々なコンポーネントのファームウェア・ドライバ

Oracle Appliance Manager

Oracle Linux

Oracle VM

Java Development Kit (JDK)

Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)

Oracle Databaseパッチセット更新(PSU)

Oracle Auto Service Request (ASR)

Oracle Grid Infrastructure

Oracle Intelligent Platform Management Interface (IPMI)

Java Development Kit (JDK)

	すべてのデプロイメント

	ダウンロード


	Oracle Database Appliance エンドユーザー・バンドル

	Oracle Databaseクローン・バイナリ

Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)

Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ

	ベア・メタル・デプロイメント

	ダウンロード


	ODA_BASEテンプレート

	Oracle Databaseクローン・バイナリ

Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)

Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ

	仮想化プラットフォームのデプロイメント

	ダウンロード








インストールと示されているコンポーネントは、一般にOracle Database Applianceが配送されると利用可能になり、ダウンロードのコンポーネントは、自身でダウンロードしてデプロイできます。








Oracle Database Applianceデプロイメントの概要

Oracle Database Applianceをデプロイするために完了する必要がある手順の順序を理解する場合に、この概要を参照してください。

	Oracle Database Applianceの準備。	Oracle Database ApplianceのサポートID (SI)をMy Oracle Supportに登録し、Oracleからソフトウェアおよびサポートを取得できるようにします。
	構成オプションを計画し、ネットワークおよび関連情報を収集します。
	サーバー設置場所を準備します。
	ドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーでネットワーク名およびアドレスを設定します。 


Oracle Appliance Manager Configuratorを使用して、ネットワーク名およびアドレスの生成や、既存のネットワーク名およびアドレスの検証をします。スタンドアロンのコンフィギュレータはOracle Technology Networkからダウンロードできます。Oracle Database Applianceを配置する前に、ローカル・マシンに構成ファイルを作成できます。

注意:
スタンドアロンOracle Appliance Manager Configuratorは、次のサイトからダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technetwork/database/database-appliance/overview





	Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備。	サーバー設置場所のラックにOracle Database Applianceハードウェアを設置します。
	電源ケーブルおよび必要なケーブルをOracle Database Applianceに接続します。
	外部ファイルをロードするための初期ネットワーク構成を作成します。




	Oracle Database Applianceでのソフトウェアのインストールおよびデプロイ。	Oracle Database Applianceエンドユーザー・バンドルをダウンロードしてOracle Database Applianceにコピーします。
	Oracle Appliance Manager Configuratorを実行し、必要な情報を選択または入力します。デプロイ中に、2つのノードのOracle Grid Infrastructureインストール(Oracle ClusterwareおよびOracle Automatic Storage Management)を構成します。Oracle Database Enterprise Edition、Oracle RAC、またはOracle RAC One Nodeも構成できます。初期デプロイメントの後は、データベースの追加、コア数の構成、インスタンス・ケージングの追加、または仮想ドメインの追加が可能になります。






	インストール後タスクの完了。	デプロイ後に適用するパッチをダウンロードします。
	デフォルト・パスワードをリセットします。






























Oracle Database Applianceのインストールとデプロイメントの準備
























[bookmark: GUID-D091BD58-57E3-436A-8E9C-AFC24CC81549]
2 Oracle Database Applianceのインストールとデプロイメントの準備 

これらのトピックは、Oracle Database Applianceが配置される前にセットアップ・タスクを実行するためのチェックリストとして使用します。 

タスク:





	My Oracle SupportへのサポートIDの登録
ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。 

	Oracle Database Applianceの構成オプションの計画
Oracle Database Applianceをベア・メタルまたは仮想化プラットフォームのデプロイ構成を使用してデプロイできます。 

	システム要件の情報収集
これらのチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceをデプロイする前に、情報を収集します。

	Oracle Appliance Managerデプロイメント計画の作成
スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータを使用して、オフライン・デプロイメント計画を作成し、実際のデプロイメントの前にネットワーク設定を検証します。





[bookmark: GUID-3981559E-18A9-4D15-8EC8-502A636DA9CC]My Oracle SupportへのサポートIDの登録

ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。 

ハードウェアSIは、Oracle Database Applianceの購入時に提供されます。新規ソフトウェア・ライセンスを取得する場合は、新規ソフトウェアSIも登録する必要があります。SIの登録プロセスは完了するまで最大24時間かかる場合があります。

注意:
登録したSIがない場合、Oracleからサポートを受けたりソフトウェアを入手することはできません。







[bookmark: GUID-94F44389-DD22-4132-BFD8-03C0D75CF9C1]Oracle Database Applianceの構成オプションの計画

Oracle Database Applianceをベア・メタルまたは仮想化プラットフォームのデプロイ構成を使用してデプロイできます。 

ベア・メタル構成の場合、使用可能にするCPUコア数と、必要なデータベース構成オプションがある場合はそのオプションを決定する必要があります。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・インストールの場合、これらの項を確認して追加の構成オプションを検討します。

トピック:





	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオプションの選択
仮想化プラットフォームと、共有ディスクや仮想ローカル・エリア・ネットワークなどのオプションの要件を確認します。

	データベース構成オプションの選択
これらのトピックを使用して、計画済のOracle Database Applianceについて決定します。 





[bookmark: GUID-C9C271EC-7DDF-4C3E-87E5-71D8AF55DA52]Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオプションの選択

仮想化プラットフォームのオプションと、共有ディスクや仮想ローカル・エリア・ネットワークなどのオプションの要件を確認します。

仮想マシンを実装する前に、その実行方法と稼働場所を決定する必要があります。要件に基づいて、高可用性オプションの選択、CPUおよびネットワーク・アクセスについて競合する仮想マシン間の干渉を低減するオプションの選択が可能です。さらに、より多くのストレージ領域を提供するオプション、または仮想マシンの自動起動の有効化を可能にするオプションも選択できます。これらのオプションの一部には、Oracle Database Applianceサーバーに必要な構成以外で追加のネットワーク構成が必要です。

デフォルトのOracle Database Applianceには、各ノードに1つのローカル・リポジトリが含まれます。そのリポジトリの最大サイズは、Oracle Database Applianceハードウェアによって異なります。

	Oracle Database Appliance X5-2仮想化プラットフォーム: 350GB



	Oracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォーム: 350GB



	Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォーム: 350GB



	Oracle Database Applianceバージョン1: 250GB





デフォルト・リポジトリに仮想マシンを作成した場合、仮想マシンは配置されたノードでのみ稼働できます。仮想マシンは1つのノードでのみ稼働できるため、フェイルオーバー機能がありません。

共有マシン環境の柔軟性を最大限にするには、共有リポジトリを仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)とともに使用します。共有リポジトリでは高可用性オプションが使用可能になり、ストレージ容量が増強され、ローカル・ストレージの使用が低減されます。VLANを使用すると、仮想マシンのネットワーク・トラフィックを分割できます。

共有ディスク上にホストされた共有リポジトリを使用すると、仮想マシンではOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスク・グループ、DATAおよびRECOの領域が使用されます。共有ディスクを使用する場合、仮想マシンを変換して次のようにできます。

	リポジトリを使用できる場合はいつでも自動的に始動する



	優先ノードで実行する



	優先ノードが使用できない場合は、他のノードを始動するか、他のノードにフェイルオーバーする





Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデプロイでは、同じネットワーク・インタフェース・カード(NIC)ポートで複数のVLANがサポートされます。各VLANは、基本的に、同じ物理接続上の他のVLANを使用して動作する独立した論理ネットワークです。 

VLANを使用することで、必要な物理接続およびNICの数を最小にし、さらにトラフィックを同時に分離します。各VLANには、異なるVLAN IDが割り当てられます。ネットワーク・スイッチでは、VLAN IDを使用して、同じリンク上で動作する異なるVLAN間のトラフィックを分離します。VLANの構成後、VLANは個別の物理接続とまったく同様に機能します。

注意:
仮想LANは、使用する前に物理スイッチで構成する必要があります。







[bookmark: GUID-95ABBBFC-B6FD-4357-A2E9-5A6D92016DE4]データベース構成オプションの選択

これらのトピックを使用して、計画済のOracle Database Appliance構成について決定します。 

これらのトピックは、Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)、Oracle RAC One Nodeの正しいテンプレートを選択し、初期データベースを構成するためのテンプレートをサイズ設定するのに役立ちます。この情報は、ベア・メタルまたは仮想化プラットフォームのデプロイ中に初期データベースの構成を計画する場合に該当します。

システム構成チェックリストの完了に進む前に、決定や、データベース・テンプレートに必要な情報を記録します。 

注意:
Oracle Database Configuration Assistant (DBCA)を使用してOracle Database Appliance上にデータベースを作成しないでください。Oracle Appliance Managerはデータベース構成用にのみ使用します。Oracle Appliance Managerを使用してOracle Databaseインスタンスをデプロイすると、Oracle Database Appliance上でこれらのデータベースが確実に正しく構成、最適化およびサポートされます。 



トピック:





	Oracle Database Applianceのデータベース・デプロイメント・オプションの選択
デプロイ中に初期データベースの作成を計画している場合、これらのリストを使用してOracle Databaseデプロイメント・オプションを選択し、デプロイの準備をします。 

	Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレートの選択
Oracle Database Applianceソフトウェアには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれた、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレートが含まれています。

	必要なコアの計算
計画済のOracle Databaseのテンプレートを選択したら、ワークロード・タイプを特定し、テンプレートをサポートするのに必要なCPUの合計数を決定します。 





[bookmark: GUID-A2923B56-0301-4B8D-9160-EA5C140F91F2]Oracle Database Applianceのデータベース・デプロイメント・オプションの選択

デプロイ中に初期データベースの作成を計画している場合、これらのリストを使用してOracle Databaseデプロイメント・オプションを選択し、デプロイの準備をします。 

Oracle Appliance Managerでは、Oracle Database Applianceの内部にミラー化されたディスク上にOracle Databaseソフトウェアをインストールします。Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの初期デプロイ中に、データベースの作成ができ、あるいはデータベース作成を先送りできます。

オプション:

	Enterprise Edition: 次の特性がある、Oracle Database 12cリリース1 Enterprise Edition (自動フェイルオーバーなし)

	シングル・インスタンスのOracle Database Enterprise Editionホーム



	Oracle Databaseソフトウェアは両方のノードへインストールされる







	Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC) One Node: 次の特性がある、Oracle RAC One Node 12cリリース1

	Oracle RAC One Nodeに指定のOracle Database Applianceホーム・ノードがある



	両方のサーバーにOracle RAC One Nodeソフトウェアがインストール済



	自動フェイルオーバーが構成済



	Enterprise Editionライセンスが必要



	各サーバーにOracle RAC One Nodeライセンスが必要

例外: 1つのサーバーをバックアップ・サーバーとして指定する場合、10日ルールに従ってライセンスなしでサーバーを使用可能。

注意:
10日ルールの詳細は、『Oracle Software Investment Guide』を参照してください。

http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/sig-070616.pdf









	Oracle RAC: 次の特性がある、Oracle Real Application Clusters 12cリリース1

	Oracle RACホーム



	両方のサーバーにOracle RACソフトウェアがインストール済



	Enterprise Editionライセンスが必要



	各サーバーにOracle RACライセンスが必要(10日ルールに不適格)













[bookmark: GUID-B91D6240-C65E-4921-9BA1-1B68505C4B40]Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレートの選択

Oracle Database Applianceソフトウェアには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれた、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレートが含まれています。

Oracle Database Applianceモデルが異なると、利用可能なCPU数、メモリー容量、その他リソースが異なるため、テンプレートによってはモデルでサポートされない場合があります。

各Oracleデータベース・テンプレートには、様々なワークロード・プロファイルおよびパフォーマンス特性があります。

	メモリー要件(システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズから算出)



	処理要件(プロセス数から算出)



	ロギング要件(ログ・バッファ・サイズおよびオンラインREDOログ・サイズに基づく)





	Oracle Databaseのサイズの詳細は、『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』の付録B(Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定)にあるガイドラインを参照してください



	次の表を使用して、使用するテンプレートがOracle Database Applianceハードウェア・モデルで使用可能かどうかを判断します。






表2-1 データベース・テンプレートの名前および可用性

	テンプレート名
	V1
	X3-2
	X4-2
	X5-2



	Odb-01


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-01


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-02


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-04


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-06


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-12


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-16


	使用不可


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-24


	使用不可


	使用不可


	使用可能


	使用可能




	Odb-32


	使用不可


	使用不可


	使用不可


	使用可能




	Odb-36


	使用不可


	使用不可


	使用不可


	使用可能











注意:
Oracle Database Applianceテンプレートを使用することをお薦めします。これらのテンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されています。



Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームにデプロイする予定のOracle Databaseが1つのみの場合は、そのOracle Databaseに選択するテンプレートと同じ名前を持つODA_BASEのテンプレートを使用することをお薦めします。 

ODA_BASEテンプレートと同じサイズ分類のデータベース・テンプレートを選択する必要はありません。たとえば、小サイズのODA_BASEテンプレートを使用して2つの極小サイズ・データベースをホストできます。また、大サイズのODA_BASEテンプレートを使用すると、1つの大サイズ・データベースと1つの小サイズ・データベースをホストしたり、1つの中サイズ・データベース、1つの小サイズ・データベースおよび2つの極小サイズ・データベースをホストしたりできます。 

注意:
選択したデータベース・テンプレートの合計要件がODA_BASEテンプレートの容量を超えないよう注意してください。ODA_BASEのサイズは、初期デプロイメントの完了後に調整できるため、ODA_BASEを拡張して、ODA_BASEで扱うデータベースを増やすことができます。







[bookmark: GUID-97BB9F19-3791-4BE4-AC81-730D4C0E9F5C]必要なコアの計算

計画済のOracle Databaseのテンプレートを選択したら、ワークロード・タイプを特定し、テンプレートをサポートするのに必要なCPUの合計数を決定します。 

Oracle Database Applianceテンプレートは、Oracle Databaseワークロードの特定のタイプに合わせて構成およびチューニングされています。

	汎用テンプレート



	オンライン分析トランザクション・テンプレート(OLTP)



	意思決定支援サービス・テンプレート(DSS)



	メモリー内データベース・テンプレート





これらのテンプレートは、特定のコア数で動作するよう設計されています。ケージングによって、各データベースのワークロードは、テンプレートで割り当てられたコアのセットに制限されます(これによって、複数のデータベースを同時に、パフォーマンスを低下させることなく、Oracle Database Applianceの容量まで、実行できるようになります)。計画的成長に備えるために、現在のニーズよりも大きなデータベース・テンプレート・サイズを選択できます。テンプレート・サイズは後になって、システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズやコア数を調節することにより調整できます。




計画済の使用方法のためのテンプレートを選択するには、『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』の付録B「Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定」を参照してください。






関連項目

	『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備





3 Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備

この章では、Oracle Database Applianceをデプロイする前に実行する必要のあるタスクについて説明します。 

トピック:




	Oracle Database Applianceへのケーブルの取付け
これらのトピックは、インターコネクト・ケーブルを取り付ける場合に使用します。Oracle Database Applianceバージョン1を使用している場合、インターコネクト配線はすでに完了しています。 
	Oracle Database Applianceへのストレージ拡張シェルフの接続
これらのトピックは、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフの取付けおよび配線を行う場合に確認します。Oracle Database Applianceバージョン1を使用している場合、シェルフを取り付けることはできません。
	周辺機器の取付け
Oracle Database Applianceに対して直接アクセスし、モニター、キーボード、マウスをローカル接続して使用する場合、このタスクを実行します。 
	Oracle Database Applianceの初回起動
この手順は、新しく設置されたOracle Database Applianceを起動するとき、アプライアンスの電源を一度落としてから起動するとき、またはストレージ拡張シェルフのような新しいハードウェアを追加する必要があるときに実行します。 
	Oracle Integrated Lights Out Managerの構成
 Oracle Database Applianceをオペレーティング・システムとは切り離して管理するように、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を構成します。
	初期ネットワーク接続の構成
デプロイメント中にネットワーク情報を構成するには、一時的にネットワーク構成フレームワークを構成します。 
	Oracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンの確認
Oracle Database Applianceのデプロイ前に、インストール済のOracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンを最新のものにしておく必要があります。




Oracle Database Applianceへの提供されるケーブルの取付け

これらのトピックは、インターコネクト・ケーブルを取り付ける場合に使用します。Oracle Database Applianceバージョン1を使用している場合、インターコネクト配線はすでに完了しています。 

これらのトピックは、単一ストレージ・シェルフのOracle Database Applianceモデルにケーブルを取り付けるのに役立ちます。

トピック:




	Oracle Database Appliance X5-2へのケーブルの取付け
このトピックにある図を使用して、単一のストレージ・シェルフにあるOracle Database ApplianceモデルX5-2のポート間でのケーブル接続について理解します。
	Oracle Database Appliance X4-2およびX3-2へのケーブルの取付け
このトピックにある図を使用して、Oracle Database ApplianceモデルX4-2またはX3-2のポート間でのケーブル接続について理解します。
	ファイバー・パブリック・ネットワークに接続するためのOracle Database Applianceの配線(オプション)
X5-2、X4-2、およびX3-2アプライアンスを構成して、パブリック・ネットワークにファイバー接続を使用できます。




Oracle Database Appliance X5-2へのケーブルの取付け

このトピックにある図を使用して、単一のストレージ・シェルフにあるOracle Database ApplianceモデルX5-2のポート間でのケーブル接続について理解します。

図3-1 Oracle Database Appliance X5-2の単一ストレージ・シェルフのインターコネクトとケーブル
[image: 図3-1の説明が続きます]




表3-1 単一ストレージ・シェルフのOracle Database Appliance X5-2の配線用注釈の説明

	注釈番号 	説明
	1

	緑色のInfiniBandケーブル(Oracle Database Appliance X5-2)

	始点: ノード0、PCIeスロット1、PORT2


	終点: ノード1、PCIeスロット1、PORT2





	2

	黄色のInfiniBandケーブル(Oracle Database Appliance X5-2)

	始点: ノード0、PCIeスロット1、PORT1


	終点: ノード1、PCIeスロット1、PORT1





	3

	ダークブルーのSASケーブル:

	始点: ノード0、PCIeスロット2、SAS0


	終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート0





	4

	ライトブルーのSASケーブル:

	始点: ノード0、PCIeスロット3、SAS1


	終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート0





	5

	ダークレッドのSASケーブル:

	始点: ノード1、PCIeスロット2、SAS1


	終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート1





	6

	ライトレッドのSASケーブル:

	始点: ノード1、PCIeスロット3、SAS0


	終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート1











注意:
各ノードの背面パネルには、3つのPCIeジェネレーション3ターミナル・スロットがあり、各スロットには2つのソケットがあります。PCIeスロットにはX PCIe3というラベルが付いています。XはPCIeスロット番号です。 







Oracle Database ApplianceモデルX4-2およびX3-2へのケーブルの取付け

このトピックにある図を使用して、Oracle Database ApplianceモデルX4-2またはX3-2のポート間でのケーブル接続について理解します。

次の図は、単一のストレージ・シェルフにあるOracle Database ApplianceモデルX4-2およびモデルX3-2のポート間でのケーブル接続を示しています。

図3-2 Oracle Database Appliance X4-2およびX3-2の単一ストレージ・シェルフのインターコネクトとケーブル
[image: 図3-2の説明が続きます]




表3-2 単一ストレージ・シェルフのOracle Database Appliance X4-2またはX3-2の配線用注釈の説明

	注釈番号 	説明
	1

	緑色のCat 6ケーブル(Oracle Database Appliance X3-2)または緑色のラベル付きのtwinaxケーブル(Oracle Database Appliance X4-2):

	始点: ノード0、PCIeスロット1、NET0


	終点: ノード1、PCIeスロット1、NET0





	2

	黄色のCat 6ケーブル(Oracle Database Appliance X3-2)または黄色のラベル付きのtwinaxケーブル(Oracle Database Appliance X4-2)

	始点: ノード0、PCIeスロット1、NET1


	終点: ノード1、PCIeスロット1、NET1





	3

	ダークブルーのSASケーブル:

	始点: ノード0、PCIeスロット2、SAS0


	終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート0





	4

	ライトブルーのSASケーブル:

	始点: ノード0、PCIeスロット3、SAS1


	終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート0





	5

	ダークレッドのSASケーブル:

	始点: ノード1、PCIeスロット2、SAS1


	終点: ストレージ・シェルフ、上部I/Oポート1





	6

	ライトレッドのSASケーブル:

	始点: ノード1、PCIeスロット3、SAS0


	終点: ストレージ・シェルフ、下部I/Oポート1











注意:
システム配線時、「SERVICE ONLY」とラベル付けされたI/Oモジュールのイーサネット・ポートに、ケーブルを接続しないでください。これらのポートは、サービス・エンジニアのみが使用します。Oracle Appliance Managerを使用してOracle Database Applianceストレージを管理する必要があります。



注意:
各ノードの背面パネルには、3つのPCIeジェネレーション3ターミナル・スロットがあり、各スロットには2つのソケットがあります。PCIeスロットにはX PCIe3というラベルが付いています。XはPCIeスロット番号です。 







ファイバー・パブリック・ネットワークに接続するためのOracle Database Applianceの配線(オプション)

X5-2、X4-2、およびX3-2アプライアンスを構成して、パブリック・ネットワークにファイバー接続を使用できます。

Oracle Database Appliance X4-2およびX5-2のインストールで、Oracle Database Applianceとパブリック・ネットワーク間にファイバー接続を使用する場合、緑色と黄色の銅線ポート(オンボード・ポートnet0およびnet1)を使用してインターコネクトを配線する必要があります。これらのポート用の緑色と黄色のカテゴリ6 (Cat 6)インターコネクト・ケーブルは、基本システムに同梱されています。

Oracle Database Appliance X4-2には、ベース構成の一部としてファイバー・ポートが含まれます。ただし、Oracle Database Appliance X5-2でファイバー接続を使用する場合、InfiniBandカードを10 GbE SFP+ (ファイバー)カードに置き換える必要があります。X5-2では基本構成にファイバー・ポートは存在しません。PCIeカードの交換後は、Oracle Database Appliance X5-2を再イメージ化する必要があります。カードを交換すると、Oracle Database Applianceはネットワーク構成の変更を自動検出します。

注意:
Oracle Database Appliance X5-2上のInfiniBandインターコネクト・カードを交換すると、Oracle Database Applianceインメモリー・フォルト・トレランス機能を使用できなくなります。また、インターコネクト帯域幅は、40 GBから10 GBに低下します。Oracle RACデータベースがある場合、システムのワークロードによっては、相互通信速度が遅くなる場合があります。 



次の図では、注釈1および2は、緑色と黄色の銅線ポート(オンボード・ポートnet0およびnet1)を使用してノード1とノード0の間のインターコネクトを配線する方法と、ファイバー・パブリック・ネットワークを使用する方法を示しています。図に、Oracle Database Appliance X4-2の背面パネルが示されていることに注意してください。Oracle Database Appliance X5-2の背面パネルは若干異なりますが、インターコネクト配線は同じです。

図3-3 Oracle Database ApplianceモデルX5-2およびX4-2でパブリック・ネットワークへのファイバー接続を使用している場合のインターコネクト
[image: 図3-3の説明はこの後にあります]



次のセクションは、10 GbE SFP+ PCIカードの配線オプションを示しています。 

関連項目::
Oracle Database Appliance用PCIeカードの交換手順について説明する『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』

ファイバー・ケーブル
光ケーブルの場合は、各ネットワーク・ポート用にShort Range(SR)またはLong Range(LR) SFP+トランシーバを購入し、適切な光ケーブルを接続する必要があります。現在、OracleではSRおよびLRのSFP+トランシーバを販売しています。これらのトランシーバに加えて、適切なLC-LCの終端済光ファイバー・ケーブルをサードパーティ・ベンダーから購入する必要があります。


	名前	Oracle Sun部品番号
	10GbEトランシーバSR (SFP+)

	X2129A-N


	10GbEトランシーバLR (SFP+)

	X5562A-Z











銅線ケーブル
Oracle Sunから次の銅線ケーブルを購入できます。これらのケーブルには、SFP+コネクタが付けられています。


	名前	長さ	Oracle Sun部品番号
	TwinAx 1m

	1m

	X2130-1M


	TwinAx 3m

	3 m

	X2130-3M


	TwinAx 5m

	5m

	X2130-5M

















Oracle Database Applianceへのストレージ拡張シェルフの取付け

これらのトピックは、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフの取付けおよび配線を行う場合に確認します。Oracle Database Applianceバージョン1を使用している場合、シェルフを取り付けることはできません。

トピック:




	ストレージ・シェルフの取付けおよび配線について
Oracle Database Appliance X3-2、X4-2、およびX5-2のストレージ・シェルフを追加する場合、これらのオプションおよびベスト・プラクティスを確認します。
	ストレージ拡張シェルフの取付けおよび配線
この手順は、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフの取付けおよび配線を行う場合に使用します




ストレージ・シェルフの取付けおよび配線について

Oracle Database Appliance X3-2、X4-2、およびX5-2のストレージ・シェルフを追加する場合、これらのオプションおよびベスト・プラクティスを確認します。

Oracle Database Appliance X3-2、X4-2、およびX5-2のストレージ・シェルフ・オプション
Oracle Database ApplianceモデルX3-2、X4-2およびX5-2には、1つまたは2つのストレージ・シェルフを同梱できます。後から2つめのシェルフを取得して、ストレージ容量を2倍にできます。

はじめにOracle Database Applianceにストレージ・シェルフを1つ設置してデプロイした場合は、データベースまたはアプリケーションを停止することなく、いつでもストレージ拡張シェルフを追加できます。




ストレージ拡張シェルフの追加に関するベスト・プラクティス・ガイドライン
データベースのアクティビティが比較的少ないときに、ストレージ拡張シェルフを追加することをお薦めします。システムが新しいストレージを検出すると、Oracle ASMは自動的にディスク・グループの再バランスを取ります。再バランス操作を行うと、操作が完了するまでパフォーマンスが低下する可能性があります。

注意:
ケーブル接続が正しく行われたことを確認するには、配線手順を参照してください。データベースが既存するOracle Database Applianceにストレージ拡張シェルフを追加したときに、誤って接続すると、データ損失を招く可能性があります。

システム配線時、「SERVICE ONLY」とラベル付けされたI/Oモジュールのイーサネット・ポートに、ケーブルを接続しないでください。これらのポートは、サービス・エンジニアのみが使用します。










ストレージ拡張シェルフの取付けと配線

この手順は、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフの取付けおよび配線を行う場合に確認します。

	ストレージ拡張シェルフは、可能な場合はOracle Database Applianceの下に、それ以外の場合は添付のケーブルを接続できるよう、近い場所に配置します。

ストレージ拡張シェルフは通常、Oracle Database Applianceの下部の、ストレージ・シェルフの下に設置されます。しかし、ラックは通常、下から上へプロビジョニングされる必要があるので、空きがない場合があります。このような場合、システム全体をラックに再配置するのを避けるには、ストレージ拡張シェルフをサーバー・ノードの上に配置できます。あるいは、別の隣接するラックに配置してもかまいません。


	ストレージ拡張シェルフは、元のストレージ・シェルフとまったく同じ方法で設置します。Oracle Database Applianceへのオプション・コンポーネントの設置の詳細を確認するには、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』の第4章、「オプション・コンポーネントの設置」に関する項を参照してください。


	このトピックの図を使用すると、Oracle Database Applianceモデルのストレージ拡張シェルフを配線できます。 

注意:
データベースが既存するOracle Database Applianceにストレージ拡張シェルフを追加したときに、誤って接続すると、データ損失を招く可能性があります。




	提供される電源コードを取り付けます。詳細および電源コードを接続する方法を示す図を表示するには、「電源コードの取付けとコンポーネントの初期化」の項を参照してください。

関連項目::
電源コードの取付けとコンポーネントの初期化






ストレージ拡張シェルフを配線する方法を示す図
次の図は、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフに、必要なケーブルを差し込む手順を示しています。参考までに、図には2つのノードおよび元のストレージ・シェルフ用のケーブルが記載されています。

ケーブルは色分けされています。各ケーブルの端にあるラベルの色と、次の図に示されている色付き線を一致させます。また、ケーブルの色と、ソケット識別ラベルの背景色を一致させることもできます。 

図の注釈を使用してケーブルおよびポートを特定することもできます。図の後に続く注釈表「ストレージ拡張シェルフの配線」を使用してください。終端が同じケーブルはすべて交換可能であるため、色分けを無視しても問題ありません。

注意:
各ノードの背面パネルには、3つのPCIeジェネレーション3ターミナル・スロットがあり、各スロットには2つのソケットがあります。PCIeスロットにはX PCIe3というラベルが付いています。XはPCIeスロット番号です。詳細は、図の後に続く注釈表を確認してください。 



図3-4 Oracle Database Appliance X5-2のストレージ拡張シェルフのケーブル
[image: 図3-4の説明はこの後にあります]



図3-5 Oracle Database Appliance X3-2およびX4-2のストレージ拡張シェルフのケーブル
[image: 図3-5の説明はこの後にあります]



前述の図に注釈番号で示されるケーブルは、出荷される各Oracle Database Applianceストレージ拡張シェルフに同梱されています。これらのケーブルはすべて黒ですが、各端に色付きラベルが付いており、説明におけるケーブルの色の参照および背面パネルのラベルの色と一致します。


表3-3 Oracle Database Applianceストレージ拡張シェルフの配線用注釈の説明

	注釈番号	説明
	7

	ダークブルーのSASケーブル:

	始点: ノード1、PCIeスロット2、SAS0


	終点: ストレージ拡張シェルフ、上部I/Oポート0





	8

	ライトブルーのSASケーブル:

	始点: ノード1、PCIeスロット3、SAS1


	終点: ストレージ拡張シェルフ、下部I/Oポート0





	9

	ダークレッドのSASケーブル:

	始点: ノード0、PCIeスロット2、SAS1


	終点: ストレージ拡張シェルフ、上部I/Oポート1





	10

	ライトレッドのSASケーブル:

	始点: ノード0、PCIeスロット3、SAS0


	終点: ストレージ拡張シェルフ、下部I/Oポート1











注意:
システム配線時、「SERVICE ONLY」とラベル付けされたI/Oモジュールのイーサネット・ポートに、ケーブルを接続しないでください。これらのポートは、サービス・エンジニアのみが使用します。












周辺機器の取付け

このタスクは、Oracle Database Applianceに対して直接アクセスし、モニター、キーボード、マウスをローカル接続して使用する場合に実行します。 

Oracle Database Applianceには、モニターまたはキーボードなどの、ヒューマン・マシン・インタフェース・デバイスは用意されていません。ネットワーク経由ではなく、ローカルにログインする場合、インタフェース・デバイスをノード0に取り付ける必要があります。 

ノード0のグラフィックス・カード・ポートにモニターを、USBポートにキーボードとマウスを取り付けます。モニターについては図を、ポートを特定するには注釈表を参照してください。図「X3-2、X4-2のOracle Database Applianceの周辺機器の接続(ノード0)」は、Oracle Database ApplianceモデルX3-2およびX4-2を示しています。X5-2の場合、背面パネルは若干異なりますが、周辺機器の接続はX3-2およびX4-2と同じです。図「Oracle Database Applianceバージョン1の周辺機器の接続(ノード0)」は、Oracle Database Applianceバージョン1の接続ポイントを示しています。

図3-6 X3-2、X4-2のOracle Database Applianceの周辺機器の接続(ノード0)
[image: 図3-6の説明はこの後にあります]



図3-7 Oracle Database Applianceバージョン1の周辺機器の接続(ノード0)
[image: 図3-7の説明はこの後にあります]



 図の注釈1はキーボードおよびマウス用のポートを示しています。注釈2はモニター・ポートを示しています。 


表3-4 Oracle Database Applianceの周辺機器の接続

	注釈番号	説明
	1

	キーボードおよびマウス用のUSBポート 
	2

	モニター用のグラフィックス・カード・ポート










Oracle Database Applianceの初回起動

この手順は、新しく設置されたOracle Database Applianceを起動するとき、アプライアンスの電源を一度落としてから起動するとき、またはストレージ拡張シェルフのような新しいハードウェアを追加する必要があるときに実行します。 

Oracle Database Applianceに初めて電源を投入する準備として、必要なすべての電源コード(モデルとオプションによって異なる)を接続し、正常に初期化されたことを確認する必要があります。その後、プロセス・サーバー・ノードのスイッチを入れるとシステムを起動できます。 

トピック:




	電源コードの取付けとコンポーネントの初期化
アプライアンスについては図を、外部ストレージ・シェルフを使用するOracle Database Applianceモデルの電源コードを取り付ける場所を特定するには注釈表を参照してください。 
	Oracle Database Applianceの初回電源投入
この手順は、Oracle Database Applianceの電源を投入するときに実行します。 
	パブリック・ネットワーク・インタフェース・タイプの定義(X4-2)
Oracle Database Appliance X4-2の場合、システムの起動後に、パブリック・ネットワークに銅線ネットワーク・インタフェースまたはファイバー・ネットワーク・インタフェースのどちらを使用するかを指定するよう求められます。




電源コードの取付けとコンポーネントの初期化

アプライアンスについては図を、外部ストレージ・シェルフを使用するOracle Database Applianceモデルの電源コードを取り付ける場所を特定するには注釈表を参照してください。 

注意:
注釈では、N+1の冗長性に必要な2つの異なるAC回路は、AC1およびAC2で示されています。



注意:
電源ケーブルを差し込む前に、ストレージ・シェルフの電源装置のオン/オフ・スイッチがオフの位置にあることを確認します。ストレージ拡張シェルフが設置されている場合は、両方のストレージ・シェルフの電源装置のスイッチがオフの位置にあることを確認します。

電源コードを差し込む場合は、その前に、電力を供給する電気コンセントが接地されていることを確認します。



図3-8 Oracle Database Appliance X5-2での電源コードの接続
[image: 図3-8の説明はこの後にあります]



図3-9 Oracle Database Appliance X4-2およびX3-2での電源コードの接続
[image: 図3-9の説明が続きます。]



AC回路を1つのみ使用する場合は、各コンポーネントの両方の電源コードをその回路に接続します。N+1の電源の冗長性を維持する場合は、2つの異なるAC回路を使用します。各AC回路から1つの電源コードを各コンポーネント(ノード0、ノード1、およびストレージ・シェルフ)に接続します。図の各注釈については、ラベルの図の下にある注釈表を参照してください。 


表3-5 ストレージ・シェルフを使用するOracle Database Applianceの電源コードの接続

	注釈番号 	コンポーネント	AC回路
	1

	ノード1

	AC1


	2

	ノード0

	AC1


	3

	ノード1

	AC2


	4

	ノード0

	AC2


	5

	ストレージ拡張シェルフ(単一ストレージ・シェルフの実装の場合は不要)

	AC1


	6

	ストレージ・シェルフ

	AC1


	7

	ストレージ・シェルフ

	AC2


	8

	ストレージ拡張シェルフ(単一ストレージ・シェルフの実装の場合は不要)

	AC2








Oracle Database Applianceバージョン1のハードウェアでは、各ノードに1つの電源ソケットしかありません。電源ソケットは、背面パネルの左下隅にあります。

提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイドを参照してください。





Oracle Database Applianceの初回電源投入

Oracle Database Applianceの電源を入れるには、この手順を使用します。 

アプライアンスの電源を投入する前に、必要なすべての電源ケーブルがOracle Database Applianceノードとすべてのストレージ・シェルフの両方(アプライアンスに含まれている場合)に接続されていることを確認してください。 

注意:
電源コードを接続すると、緑色のSP OK発光ダイオード(LED)が数分点滅した後、安定して点灯します。冷却ファンもオンにすることができます。ただし、これらのイベントはシステムが起動したことを示しているわけではありません。アプライアンスの電源を正しく投入するには、この項のすべての手順を実行する必要があります。システムの初回起動に必要なシーケンスを理解するために、項全体に目を通してください。 






	ストレージ・シェルフの電源を投入します。ストレージ・シェルフが接続されている場合は、各ストレージ・シェルフの電源スイッチのオン/オフをオンの位置に入れます。各ストレージ・シェルフには、背面パネルに2つの電源スイッチがあります。1つのスイッチは右側にあり、もう1つのスイッチは左側にあります。両方の電源スイッチをオンにします。


ストレージ・ディスクの初期化が始まり、これには数分かかる場合があります。



	ストレージ・シェルフおよびサーバー・ノードの緑色のSP OK LEDを確認し、完全に初期化されているかどうか調べます。完全に初期化されている場合、各ノードの電源凹型ボタンを押します。注意:
完全に初期化された状態は、緑色のSP OK LEDが常時点灯になっていることで示されます。緑色のLEDのいずれかが、サーバー・ノードおよび取り付けられたストレージ・ノードで点滅している場合、初期化手順が完了するまで待機します。ストレージ・シェルフが完全に初期化されるまで、サーバー・ノード(ノード0およびノード1)の電源を投入しないでください。 



電源ボタンおよび初期化ステータス・インジケータ・ライトを特定するには、図および次の注釈表を参照してください。 


表3-6 Oracle Database Applianceの電源投入用注釈の説明

	コールアウト	機能
	1	各ノードの前面パネルにあるSP OK LEDライト。 
	2	各ノードの前面パネルにある電源凹型ボタン(ノード0およびノード1)。このボタンを押すのは1回のみです。電源ボタンを何度も押さないでください。 
	3	ノードの前面パネルにある、ノードの緑色の電源OK LED。これらのライトは、システムにログオンする前に常時オン(緑色のライトが点滅しない)の位置に入れる必要があります。






図3-10 Oracle Database ApplianceモデルX3-2、X4-2およびX5-2の前面: 電源パネル
[image: 図3-10の説明が続きます。]



図3-11 Oracle Database Applianceバージョン1の前面: 電源パネル
[image: 図3-11の説明はこの後にあります]





	Oracle Database Applianceが起動を完了するまで待機します。注意:
電源ボタンを何度も押さないでください。起動は、完了までに数分かかることがあります。 




両方のシステム・ノードの前面にある緑色の電源OK LED (注釈3)が常時点灯になるとすぐに、Oracle Database Applianceは使用できる状態になります。 



	Oracle Database ApplianceのX5-2、X4-2、およびX3-2モデル: ストレージおよびインターコネクトを正しく構成するには、パスワードwelcome1を使用してrootでコンソールにログインし、次のoakcli validateコマンドを実行します。/opt/oracle/oak/bin/oakcli validate -c storagetopology









パブリック・ネットワーク・インタフェース・タイプの定義(X4-2)

Oracle Database Appliance X4-2の場合、システムの起動後に、パブリック・ネットワークに銅線ネットワーク・インタフェースまたはファイバー・ネットワーク・インタフェースのどちらを使用するかを指定するよう求められます。

Oracle Database Appliance X4-2で初めて電源を投入すると、各ノードで短いスクリプトが実行されます。接続済のキーボードを使用して、スクリプトがローカル・モニターに表示する質問に答えてください。 

注意:
この手順は、Oracle Database Appliance X4-2にのみ適用されます。5-2に初めて電源を投入すると、インターコネクトに基づいて自動的にパブリック・ネットワーク・インタフェースが定義されます。Oracle Database Appliance X5-2では、InfiniBandカードが使用されている場合、インターコネクトにInfiniBandネットワークが使用されます。InfiniBandカードが10 GbE SFP+ (ファイバー)カードに置き換えられている場合、基板に搭載されている10GBase-T (銅線)ポートがインターコネクトに使用されます。



	Oracle Database Applianceに次のメッセージが表示され、パブリック・インタフェース接続タイプを指定するように指示されます。

パブリック・ネットワークにファイバー・カードと銅線カードのどちらを使用しますか。[C](銅線)または[F](ファイバー)を選択してください。

銅線ベースのパブリック・ネットワークに接続する場合は、Cを入力します。ファイバーベースのパブリック・ネットワークに接続する場合は、Fを入力します。次にスクリプトによって、選択の確認が促されます。


	システム構成に進みます。 

間違って選択した場合、またはパブリック・インタフェース・タイプを後で変更する場合は、次のようにパブリック・ネットワーク・インタフェース・タイプを変更できます。

	rootでノード0にログインします。


	次のスクリプトを実行します。

/opt/oracle/oak/lib/setupX4network.pl


	ノード1で手順aおよび手順bを繰り返します。 







注意:
すでにエンドユーザー・バンドル(ベア・メタル・インストール)またはODA_BASEテンプレート(仮装化プラットフォーム・インストール)をデプロイ済の場合、これらのソフトウェアを、setupX4network.plの実行後に再デプロイする必要があります。









Oracle Integrated Lights Out Managerの構成

Oracle Database Applianceをオペレーティング・システムとは切り離して管理するように、Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)を構成します。

Oracle ILOMによってOracle Database Applianceの再起動およびトラブルシューティングの代替方法が提供されます。

最初に次の項目を設定して、Oracle ILOMを構成する必要があります。

	名前およびIPアドレス


	Oracle ILOMのデフォルト・パスワードを置換するパスワード


	割り当てられたネットマスクを使用した、管理ネットワークへのアクセス


	NET MGTポートから管理ネットワークに接続されるイーサネット・ケーブル




デフォルト構成では、Oracle ILOMのDynamic Host Configuration Protocol (DHCP)が有効になっており、DHCPサーバーによってネットワーク設定が自動的に割り当てられます。DHCPサーバーによって割り当てられるIPアドレスまたはホスト名を決定するには、DHCPサーバーとともに用意されているネットワーク・ツールを使用します。

DHCPを使用しない場合は、Oracle Database Appliance Managerコンフィギュレータのカスタム・オプションを使用して、データベースのデプロイ時にIPアドレスおよびホスト名をOracle ILOMに割り当てます。

ご使用のプラットフォーム上でILOM用に使用するポートの詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』の第2章「Oracle Database Applianceの概要」を参照してください。また、Oracle ILOMの詳細は、Oracle Integrated Lights Out Managerのドキュメント・ライブラリを参照してください。

注意:
DHCPが有効になっていない場合、Oracle Database Appliance構成を実行してOracle ILOMにアクセスする必要があります



Oracle ILOMに接続するには、次の2つの方法のいずれかを使用します。

	次の手順に従って、Webインタフェースを使用してログインします。

	クライアント・システムのブラウザを使用して、DHCPによって割り当てられたIPアドレスまたはホスト名をブラウザのアドレス・フィールドに入力し、[Enter]を押します。


	ログイン・ページで、デフォルト・ユーザー名rootおよびデフォルト・パスワードchangemeを入力します。 

Oracle ILOM Webインタフェースが表示されます。





	次の手順に従って、コマンドライン・インタフェース(CLI)を使用してログインします。 

	クライアント・システムを使用して、コマンドラインに次のコマンドを入力することでSecure Shell (SSH)接続を確立します。

ssh -l root sp_ip_address 

sp_ip_addressは、DHCPによって割り当てられたIPアドレスです。


	デフォルト・ユーザー名rootおよびデフォルト・パスワードchangemeを入力します。

Oracle ILOM CLIのプロンプトが表示されます。











初期ネットワーク接続の構成

デプロイメント中にネットワーク情報を構成するには、一時的なネットワーク構成フレームワークを構成します。 

ネットワーク全体のOracle Database Applianceのデプロイメントを管理するには、初期ネットワーク接続を構成する必要があります。このネットワークを使用して、デプロイメント・ソフトウェアをOracle Database Applianceに転送します。

Oracle Database Applianceに物理的にアクセス可能な場合、USBストレージ・デバイスを使用してデプロイメント・ソフトウェアをアプライアンスに転送できます。この場合、初期ネットワーク構成を設定する必要はありません。 

注意:
初期ネットワーク構成は一時的なものであり、最終イメージ・デプロイメント時に置換されます。






	パスワードwelcome1を使用して、rootとしてOracle Database Applianceにログインします。Bare Metalをインストールする場合は、コンソールにログインします。 

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームで、Dom0にログインします。 



	Bare Metalのインストールで、1つ以上のストレージ・シェルフがある場合は、storageTopologyオプションを指定してコマンドoakcli validateを実行し、配線の検証チェックを実行します。次に例を示します。

oakcli validate -c storageTopology


仮想化プラットフォームのインストールでは、Oracleソフトウェア・デプロイメント・プロセスの一部としてこのチェックを実行します。 



	コマンドoakcli configure firstnetを実行して初期ネットワークを構成します。必要に応じて、デプロイメントの準備の際に収集したネットワーク構成情報を参照してください。

グローバル・オプションを使用するには、最初のプロンプトでデフォルト値を受け入れてから、残りのプロンプトに必要なデータを入力します。プロンプトの最後の大カッコに表示されるデフォルト値を受け入れるには、何も入力する必要はありません。


次の例を使用して、プロンプトに応答します。この例では、デフォルト値がすでに選択されています。net1ゲートウェイ・アドレスを除いて、入力する必要がある値はイタリック体で表示されています。プログラムはゲートウェイIPを取得します。

前述の例では、net1ゲートウェイ・アドレスのプロンプトにデフォルト値がgateway-IP-addressとして示されています。プログラムは、他のIPアドレスに提供されたネットワーク情報を使用して、このゲートウェイ・アドレスを導出します。ネットワーク管理者が、アプライアンス・コマンドライン・インタフェースが検出したデフォルトとは異なる代替ゲートウェイ・アドレスを指定した場合を除き、この値を受け入れます。

oakcli configure firstnet
Configure the network for the node(s)(local, global) [global]:
The network configuration for both nodes:
Domain Name:  my-organization-domain-name
DNS Server(s):  Primary Dns Server:  my-primary-DNS-server
                Secondary Dns Server:  my-secondary-DNS-server
                Tertiary Dns Server:  my-tertiary-DNS-server
Node Name       Host Name
0               my-Node-0-host-name
1               my-Node-1-host-name
Choose the network interface to configure (net1, net2, net3, net4) [net1]:
Configure DHCP on net1 (yes/no) [no]:
You have chosen static configuration on net1
Enter the IP address for net1 on Node 0: my-Node-0-IP-address
Enter the IP address for net1 on Node 1: my-Node-1-IP-address
Netmask for net1: your-netmask
Gateway Address for net1 [gateway-IP-address]: 
Plumbing the IPs now on Node 0 …
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
Plumbing the IPs now on Node 1 …
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::


 



注意:
oakcli configure firstnetコマンドは、Oracle Database Applianceで1回のみ使用することをお薦めします。初期ネットワークの構成後に使用すると、ネットワーク設定が予期せず変更される可能性があります。










Oracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンの確認

Oracle Database Applianceのデプロイ前に、インストール済のOracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンを最新のものにしておく必要があります。

次のコマンドを実行して、アプライアンスにインストール済のバージョンを検索します。

oakcli show version


My Oracle Supportのノート888888.1をチェックして、Oracle Appliance Managerのバージョンが最新であることを確認し、前のバージョンがインストール済の場合に行う処理に関する情報を取得します。次のURLでノートにアクセスできます。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1

必要に応じて、ノートの指示を使用し、システムを最新のOracle Appliance Managerバージョンで再イメージ化します。 



関連項目

	Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ







Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ





4 Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ 

この章では、Oracle Database Applianceへの接続を確立した後で、Oracleソフトウェアをデプロイするタスクのチェックリストを提供します。

トピック:




	OAKCLIを使用したOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイについて
この情報は、様々なデプロイメントに必要な手順、ログ・ファイルの保管場所、およびデプロイメント・タイプの変更方法について理解する場合に参照します。 
	仮想化プラットフォームOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイ
Oracle Database Applianceに仮想化プラットフォーム構成をデプロイする場合に、この手順を完了します
	Oracle Database Applianceでのベア・メタル・プラットフォームのデプロイ
Oracle Database Applianceのベア・メタル構成としても知られる、Oracleソフトウェアをアプライアンスに直接デプロイする場合に、この手順を完了します。




OAKCLIを使用したOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイについて

この情報は、様々なデプロイメントに必要な手順、ログ・ファイルの保管場所、およびデプロイメント・タイプの変更方法について理解する場合に参照します。 

この項のタスクには、ベア・メタル・デプロイメント、仮想化プラットフォーム・デプロイメント、またはその両方に適用されるかを示すマークが付けられています。ご使用のプラットフォームのデプロイメント用に指定されたタスクのみを実行します。

Oracle Database Applianceソフトウェアのデプロイを完了するには、ベア・メタル・インストールの場合は約1時間、仮想化プラットフォーム・デプロイメントの場合は約3時間が必要です。 

注意:
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームからベア・メタル・デプロイメントに変換する予定の場合、まず、互換性のあるイメージがインストールされていることをMy Oracle Supportで確認します。



失敗したデプロイメントからのリカバリ、またはデプロイメントの変更
この項で説明されているクリーン・アップ・スクリプトcleanupDeploy.shを使用して、システムをリセットできます。次のタスクを使用する場合は、クリーン・アップ・スクリプトを使用します。

	失敗したデプロイメントの繰り返し


	ベア・メタル・デプロイメントから仮想化プラットフォーム・デプロイメントへの変換


	仮想化プラットフォーム・デプロイメントからベア・メタル・デプロイメントへの変換







OAKCLIデプロイ・コマンド・ログ・ファイルについて
oakcliデプロイ・コマンドは、次のファイルパスでログ・ファイルを作成します。 

/opt/oracle/oak/onecmd/tmp/

ログ・ファイルの前には、ストリングSTEPが付きます。次に例を示します。

/opt/oracle/oak/onecmd/tmp/STEP-6-20160226103534.log








仮想化プラットフォームOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイ

この手順は、Oracle Database Applianceで仮想化プラットフォーム構成をデプロイする場合に実行します。

仮想化プラットフォーム構成でソフトウェアをデプロイする手順は、次の手順で構成されています。

	Oracle Database Applianceハードウェアを確認して、それが仮想マシン(VM)で構成されているかどうか調べます。 


	Oracle Database ApplianceにODA_BASEテンプレートをインストールします。


	Oracle Appliance Manager Configuratorを実行するアプライアンスを準備します。


	Oracle Appliance Managerを使用して構成をデプロイします。







デプロイ・タスクは表示順に実行する必要があります。




	パスワードwelcome1を使用して、rootとしてログインします。
	コマンドoakcli show env_hwを入力しますこのコマンドは、デプロイ先のOracle Database Applianceハードウェアを表示します。このコマンドの出力の前にストリングVM-ODA_BASEが付いている場合、システムは仮想マシンで構成されています(dom0/oda_base)。
たとえば、次の各コマンドの出力は、ハードウェア・プラットフォームと、そのプラットフォームが仮想マシン環境で構成されていることを示します。

[root@oda1n1 ~]# oakcli show env_hw VM-ODA_BASE ODA V1

[root@oda2n1 ~]# oakcli show env_hw VM-ODA_BASE ODA X3-2

[root@oda3n1 ~]# oakcli show env_hw VM-ODA_BASE ODA X4-2

[root@oda3n1 ~]# oakcli show env_hw VM-ODA_BASE ODA X5-2


仮想マシンがアプライアンスにデプロイされていない場合、仮想マシンをインストールするための手順については、My Oracle Supportのノート1520579.1を参照してください。

https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?cmd=show&amp;type=NOT&amp;id=1520579.1



	My Oracle Supportにログインし、ODA_BASEテンプレートをダウンロードしてインストールします。次の手順に従って、適切なODA_BASEテンプレートを外部クライアントにダウンロードしてから、そのテンプレートをOracle Database Applianceにコピーします。 


	外部クライアント・マシンから、My Oracle Supportにログオンし、次のURLにあるノート888888.1にアクセスします。https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1



	OS ISOイメージ/ベア・メタル-仮想化プラットフォームにある、最新リリースに関する項で、「VMテンプレート(ODA_BASE)」と説明されているパッチ番号へのリンクを見つけて、クリックします。
	「Patch Search Results」ページから、最新のOracle Database ApplianceのODA_BASEテンプレートを外部クライアントにダウンロードします。
	Secure Copy (scp)コマンドまたはUSBストレージ・デバイスを使用して、ODA_BASEテンプレートを外部クライアントからノード0のDom0にコピーします。ターゲットの場所に、/scpディレクトリまたは/OVSディレクトリを使用します。注意:
USBドライブを使用してファイルを転送することを選択した場合、まずファイルをFAT32、ext3、またはext4をフォーマットします。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。





	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード0で、Dom0にrootとしてログインし、Dom0の/OVSディレクトリにODA_BASEテンプレートを(ない場合は)コピーします。Dom0にログインした状態のままで、このタスクの残りの手順を完了してください。
	コマンドoakcli deploy oda_baseを実行し、テンプレートの場所とコア・ライセンス・オプションを選択し、ベース・ドメイン・メモリー割当てを選択します。deploy oda_baseオプションは、両方のノードでODA_BASEをデプロイします。ODA_BASEテンプレートが/OVSディレクトリにある場合、デプロイメント・ダイアログは次の例のように表示されます(Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのハードウェア・プラットフォームごとに、使用可能なCPUコア数などの値は異なります)。


# oakcli deploy oda_base
Enter the template location: /OVS/templateBuild-2012-12-22-12-05.tar.gz
Core Licensing Options:
        1.  2 CPU Cores
                2.  4 CPU Cores
3.  6 CPU Cores
4.  8 CPU Cores
5.  10 CPU Cores
6.  12 CPU Cores
7.  14 CPU Cores
8.  16 CPU Cores
9.  24 CPU Cores
10. 36 CPU Cores
                Selection [1 : 6] : 3
                ODA base domain memory in GB (min 16, max 244)(Current Memory 150G)[default 192]  : 32


次の手順で構成の選択を続行します。 

	追加の仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)をODA_BASEに割り当てます。VLANを割り当てるには、VLANネットワークを指定するよう求められた場合はyで応答し、別のVLANをデプロイしない場合、または追加のVLANの割当てが完了した場合は、nで応答します。


Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : y
Select the network to assign [Test00,Test01,Test02,Test03]: Test00
Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : y
Select the network to assign [Test00,Test01,Test02,Test03]: Test01
Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : n



	コマンドが完了したら、コマンドshow oda_baseを実行し、ODA_BASEが構成されていることを確認することによって、ODA_BASEのデプロイメントが有効であることを検証します。次に例を示します。

# oakcli show oda_base
ODA base domain
ODA base CPU cores :2
ODA base domain memory :16
ODA base template :/tmp/oda_base_2.10.tar.gz
ODA base vlans :['priv1', 'net1', 'net2', 'net3', 'net4', 'db_mgmt']
ODA base current status :Running



注意:
新しいODA_BASEデプロイメントに問題があり、クリーン・アップと起動が必要なときは、次のコマンドをノード0のDom0から実行します。

/opt/oracle/oak/tools/cleanOdabase.py

このコマンドにより、新規のデプロイメントを試行できるように、ODA_BASEが削除されます。





	Oracle Database Appliance X3-2、Oracle Database Appliance X4-2またはOracle Database Appliance X5-2の場合、デプロイメントを進める前に、ストレージの配線をチェックすることをお薦めします。このチェックを実行するには、ユーザー名にroot、パスワードにwelcome1を使用してノード0のODA_BASEに接続します。接続したら、次のコマンドを実行します。


# oakcli validate -c storagetopology
2つのノードとストレージ・シェルフとの配線ケーブルが正しいソケットに接続されていない場合、このコマンドを実行するとエラーが表示されます。






	ノード0にrootとしてログインし、ホスト名: dom0、およびポート: 5900を使用してVNCを開始することによってODA_BASEにログインします。

	VNCセッションから、コマンドstartxを実行してX Window System Xtermセッションを開始します。
	oakcli deployを使用してデプロイメントを開始します。先ほど作成した既存の構成ファイルを使用するか、新規の構成ファイルを作成します。たとえば、既存の構成を使用してデプロイメントを開始するには、次のようにコマンドを入力します(ご使用のファイルの名前とディレクトリ・パスで置換します)。

# oakcli deploy -conf /tmp/onecommand.param


コマンドoakcli deployを実行してもOracle Appliance Managerの「Welcome」ウィンドウが開かない場合、DISPLAY変数が端末に表示されるよう設定されていることを確認します。 

注意:
以前のリリースのOracle Appliance Managerコンフィギュレータ用に作成された構成ファイルは使用しないでください。最新の構成ファイルがない場合は、次のステップで説明されているように、リアルタイム構成およびデプロイメントを完了します。




すぐに構成とデプロイメントを開始するには、次のコマンドを入力します。

# oakcli deploy


Oracle Appliance Manager Configuratorの画面で設定をします(「スタンドアロンOracle Database Appliance Configuratorの実行」を参照)。コンフィギュレータの「Summary」ページで「Install」オプションを選択して、デプロイメントを完了します。







関連項目

	スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータの実行






Oracle Database Applianceでのベア・メタル・プラットフォームのデプロイ

Oracle Database Applianceのベア・メタル構成としても知られる、Oracleソフトウェアをアプライアンスに直接デプロイする場合に、この手順を完了します。

ベア・メタル構成でソフトウェアをデプロイする手順は、次の手順で構成されています。

	エンドユーザー・バンドルのインストール(ベア・メタル・プラットフォームのデプロイメントの場合)


	Oracle Appliance Manager Configuratorを実行するアプライアンスを準備します。


	Oracle Appliance Managerを使用して構成をデプロイします。







他のソフトウェアをデプロイする前に、Oracle Database Applianceにエンドユーザー・バンドルをインストールする必要があります。エンドユーザー・バンドルをインストールするには、適切なパッチ・ファイルを外部クライアントにダウンロードします。パッチをクライアントからOracle Database Applianceにコピーし、パッチをインストールします。

リストされている順序で手順を完了する必要があります。 




	外部クライアントからMy Oracle Supportにログオンし、My Oracle Supportのノート888888.1にアクセスします。https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1

	OS ISOイメージ/ベア・メタル-仮想化プラットフォームにある、最新リリースに関する項で、Oracle Database Appliance End User Bundle (GI+RDBMS)およびOracle Database Appliance Bare Metal ISO Imageと説明されているパッチ番号へのリンクを見つけ、そのリンクをクリックしてパッチをダウンロードします。
	パッチを外部クライアントからOracle Database Applianceにコピーします。Secure Copyコマンド(scp)を使用するか、USBストレージ・デバイスを使用することによって、ファイルをコピーできます。

USBドライブを使用してファイルを転送するには、まずファイルをFAT32、ext3、またはext4をフォーマットする必要があります。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。

セキュアなコピーを使用するには、まず静的IPアドレスをセットアップし(たとえば、oda_host)、oakcli configure firstnetコマンドを使用してOracle Database Applianceをそのアドレスで構成する必要があります。


たとえば、scpコマンドを使用する場合は、次のようなコマンドを入力します。ここで、一時ホスト・アドレスはoda_hostであり、バンドルを/tmpにコピーします。

scp p12978712_121260_Linux-x86-64_1of2.zip root@odahost:/tmp

scp p12978712_121260_Linux-x86-64_2of2.zip root @odahost:/tmp



	コマンド構文oakcli unpack -package /directory_path/package_nameを使用して、Oracle Database Applianceソフトウェアを解凍します。ここで、directory_pathはエンドユーザー・バンドル・パッチ・ファイルが配置されている場所であり、package_nameはパッケージの名前です。たとえば、Oracle Database Applianceリリース12.1.2.6.0のエンドユーザー・バンドル・パッチ・ファイルが/tmpにある場合、パッチ名はp12978712_121260_Linux-x86-64_1of2.zipおよびp12978712_121260_Linux-x86-64_2of2.zipであり、次のコマンドを入力します。

# oakcli unpack -package /tmp/p12978712_121260_Linux-x86-64_1of2.zip
# oakcli unpack -package /tmp/p12978712_121260_Linux-x86-64_2of2.zip


コマンドoakcli unpackによってバンドル・パッチが解凍され、展開されたファイルがデプロイメントに必要な場所に配置されます。



	Oracle Database Applianceのノード0にrootユーザー(デフォルト・パスワードを使用)としてログインします。
	コマンドstartxを実行してX Window System Xtermセッションを開始します。
	(オプション)オフラインで作成した構成ファイルからデプロイする場合、scpまたはUSBドライブを使用して、構成ファイルをOracle Database Applianceにコピーします。
	Oracle Appliance Manager Configuratorを使用して構成を実行します。構成ファイルを使用して構成を実行するには、次のコマンドを実行します。

oakcli deploy -conf /tmp/onecommand.param. 

このコマンドを実行すると、既存の構成ファイルを使用してOracle Appliance Manager Configuratorが開きます。 

以前のリリースのOracle Appliance Managerコンフィギュレータ用に作成された構成ファイルは使用しないでください。最新の構成ファイルがない場合は、リアルタイム構成およびデプロイメントを完了します。

すぐに構成とデプロイメントを実行するには、次のコマンドを入力します。

oakcli deploy

このコマンドを実行すると、Oracle Appliance Manager Configuratorグラフィック・ユーザー・インタフェースが開き、デプロイメント用の情報を提供するよう求められます。 

注意:
コマンドoakcli deployを実行してもOracle Appliance Manager Configuratorで「Welcome」ウィンドウが開かない場合、ユーザーのDISPLAY変数が端末のウィンドウに表示されるよう設定します。 





	「スタンドアロンOracle Database Appliance Configuratorの実行」の項で説明されているように、Oracle Appliance Manager Configuratorのステップバイステップの手順を参照してください




関連項目

	スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータの実行







Oracle Database Applianceのインストール後のタスク





5 Oracle Database Applianceのインストール後のタスク 

ソフトウェアをデプロイ後、システムが稼働する前にこれらの管理タスクを実行する必要があります。 

トピック:




	Oracleインストール所有者のパスワードの変更
システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。
	IPMIユーザー名およびパスワードの変更
カスタム・デプロイを完了し、IPMIを構成した場合、ユーザー名およびパスワードを変更します。
	Oracle Auto Service Requestの構成






Oracleインストール所有者のパスワードの変更

システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。

デプロイメントの際に、rootおよびデータベース・ユーザーSYS、SYSTEMおよびPDBADMINはマスター・パスワードに設定されます。デプロイメント後に、oracleおよびgridのパスワードはwelcome1に設定されます。パスワードを企業のユーザー・セキュリティ・プロトコルに従うように変更してください。

データベース・システムを保護するために必要な構成とベスト・プラクティスに関する情報は、Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイドおよびOracle Databaseセキュリティ・ガイドを参照してください。





IPMIユーザー名およびパスワードの変更

カスタム・デプロイを完了してIPMIを構成した場合、デフォルトのユーザー名およびパスワードを変更します。

Oracle Clusterwareは、失敗したノードをクラスの残りの部分から分離できる業界標準のプロトコルであるIntelligent Platform Management Interface (IPMI)をサポートしています。IPMIでは、Oracle Clusterwareまたはオペレーティング・システムとの連携がなくても問題モードを再起動できます。

IPMIの構成は、Oracle Database Applianceのカスタム・デプロイ実行時のオプションです。次の手順に従ってデフォルトのユーザー名およびパスワードを変更します。




	ユーザーgridとしてログインします。
	コマンドcrsctl set css ipmiadmin usernameを入力します。usernameはIPMI管理者アカウントの新しい名前です。要求に応じて、新しいパスワードを指定します。まず最初にIPMIバージョン1.5を有効化する必要があります。次に例を示します。$ ipmitool -I open sunoem cli "set /SP/services/ipmi v1_5_sessions=enabled"
$ /u01/app/12.1.0.2/grid/bin/crsctl set css ipmiadmin racadm
$ IPMI BMC password:CRS-4229: The IPMI information change was successful $ ipmitool -I open sunoem cli "set /SP/services/ipmi v1_5_sessions=disabled"
$ IPMI BMC password:
CRS-4229: The IPMI information change was successful






注意:
Oracle Database Appliance上のソフトウェアのデプロイが完了するまで、デフォルト・パスワードを変更しないでください。デプロイメントが完了する前にパスワードを変更すると、構成エラーが発生する可能性があります。










Oracle Auto Service Requestの構成



Oracle Auto Service Request (Oracle ASR)は、特定のハードウェア障害に関するサービス・リクエストを自動的に生成するセキュアなサポート機能です。Oracle ASRを使用すると、迅速な診断および優先度サービス・リクエスト処理を介してシステムの可用性を向上させることができます。Oracle Database Appliance上にOracle ASRを構成し、専用のASRマネージャを使用したり、アプライアンスと同じネットワーク内の別のサーバー上に構成されたOracle ASRマネージャを使用できます。

Oracle ASRをサポートするには、Oracle Database ApplianceハードウェアをMy Oracle SupportのサポートID (SI)に関連付ける必要があります 

カスタム構成オプションを選択することで、初期デプロイメント中にOracle ASRを構成することができます。oakcli configure asrコマンドを使用して、デプロイ後に(「Typical」または「Custom」のいずれかで)Oracle ASRを構成することもできます。このコマンドによって入力が促され、必要なすべての情報を入力した後で、Oracle ASR構成を完了します。

Oracle ASRを構成するには、My Oracle Supportアカウントのユーザー名およびパスワードを入力する必要があります。Oracleへのインターネット・アクセスにプロキシ・サーバーが必要な場合、プロキシ・サーバーの名前も入力する必要があります。Simple Network Management Protocol (SNMP)バージョン2またはSNMPバージョン3を使用するために、Oracle ASRをオプションで構成することもできます。 

稼働中のOracle ASRが構成されているかを確認するには、コマンドoakcli test asrを実行します。コマンドoakcli show asrで、ご使用のOracle ASRの構成を確認します。 
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